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第１章　保安意識の高揚

５．まとめ

「安全は、企業経営の基盤である」、多くの会社の安全ポリシーとして、よくお目にかかる言葉であるが、どうもスローガン的響きに聞こえてならない。
「スローガン、超えてみたいな一度でも」、これは某事業所の安全川柳の入選作である。

スローガンには、「標語」や「モットー」としての機能があることは認めるが、現場の安全は、スローガンの「スマート」な響きと異なって「泥臭い」世界である。ここのところを勘違いすると現場（人）は動かない。
災害の評価が変わりつつある。従前に比較して、人的被害、特に「死亡」を伴った災害が重大視されはじめている。安定、安心を指向する時代であるから、当然といえば当然であるが、「機械は修理や代替えができるが、人間はそうはいかない」という欧米流の「人間尊重」の理念が浸透し始めてきたのかもしれない。
「思いやり」、「人間尊重」ということが、安全の原点であるというのには違和感を覚える。産業安全は「公共の安全確保と従業員の生活のための糧を得られなくなる矛盾を排除する行為」であるが、おそらく、そうでは（真実）ないだろう。「安全とは」と常に自問自答することで「本物」（安全）が見えてくる世界なのであろう。
運転操作や保全作業のエラーはもとより、机の上のエラー（計画、設計のエラー）も現場で表出する。このことは、現場を無視した安全があり得ないことと、安全は、管理者の仕事であって、部下に任せることのできない世界であることを示唆している。人間が机上で考えることに「完全」などあり得ないからである。「安全に臆病になる」ことが安全管理の第一歩なのであると思う。
適度の緊張が、安全にはよい結果をもたらす。毎日、会社の門をくぐるとき、社員はもとより、協力会社の従業員までもが「ここからは危険エリヤ」ということを意識するだけで、世間並みの安全管理レベルが保証される。安全、先進企業になれるか否かは、こうした「安全心理」をどのようにして継続できるかの努力にかかっている。
《参考文献》
①「これからの安全管理」                  西島茂一著
②「ＦＴＡ安全工学｣ 　                    井上威恭著
③ ｢安全衛生運動史｣                       中央労働災害防止協会編
④ ｢事故の真相｣（安全配慮と法的責任）     高野真人著
⑤ ｢大事故は夜明け前に起こる｣             マーチン・ムーアイード著
⑥ ｢霊長類とヒト科のルーツ｣               ビヨルン・クルチル著
⑦ ｢生物学と人間の価値｣                   スチーブ・オルソン著
⑧ ｢危険予知訓練マニュアル｣               中央労働災害防止協会
⑨ ｢新しい５Ｓの進め方｣                   中田賢治著
⑩ ｢安全人間工学｣                         橋本邦衛著
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⑫「イラストで学ぶ高圧ガス保安法入門」    ＫＨＫサービス
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